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◆授業概要・目的

授業の概要　 

　この授業では、地域で暮らすために何が必要なのかを考え、そのことを通じて地域を再評価する視点を身

につけます。最初に、子育てしやすいまち、高齢者が暮らしやすいまちの条件を学び、次に、まちづくりの

方法として公共事業を取り上げ、公共事業の実態をふまえた上で、公共事業のあり方を考えます。さらに、

地域の要素としての商店街を取り上げ、商店街の現状をふまえた上で、地域社会にとって商店街はどのよう

な意味を持つのか、商店街活性化の方策を検討します。また、諸外国で取り組まれている環境再生を紹介し

ながら、地域にとっての環境を考えます。 

　各々の授業でできるだけ奈良を事例とし、いくつかの課題では奈良の今後について受講生に考えてもらい

ます。 

 

授業の目的　 

１．少子化社会にふさわしいまちづくりについて理解する。 

２．高齢化社会にふさわしいまちづくりについて理解する。 

３．公共事業の現状と課題について理解する。 

４．商店街の現状と課題について理解する。 

５．環境再生の現状について理解する。 

６．奈良を事例に上記の１～５を具体的に考え、地域を再評価する視点、地域で暮らすことの意味を自分

　　なりに考える。 

◆スケジュール

 

地域居住学　

　担当者　：中山　徹（生活環境学部・准教授）　 

　開講時期：後期　　　　週時間：月曜日５・６時間　　　　履修者数：８０名 

日　程 内　容 

１０月１日 

１０月１５日 

１０月２２日 

１０月２９日 

１１月５日 

１１月１２日 

１１月１９日 

１１月２６日 

１２月３日 

１２月１０日 

１２月１７日 

１月７日 

１月１５日 

１月２８日 

２月４日 

 

 

少子化の実態とまちづくりの課題　その１　　 

少子化の実態とまちづくりの課題　その２　 

少子化の実態とまちづくりの課題　その３ 

少子化の実態とまちづくりの課題　その４　　 

高齢化の実態とまちづくりの課題　その１ 

高齢化の実態とまちづくりの課題　その２ 

公共事業の実態と課題　その１ 

公共事業の実態と課題　その２ 

公共事業の実態と課題　その３ 

商店街の現状と地域活性化　その１ 

商店街の現状と地域活性化　その２ 

商店街の現状と地域活性化　その３ 

地域環境の現状と環境の再生　その１ 

地域環境の現状と環境の再生　その２ 

地域環境の現状と環境の再生　その３ 

 
第三回現地踏査、鉢伏峠から田原地域の踏査マップ 

第二回現地踏査、円照寺から正暦寺、鳥研をつなぐ山道探索の踏査マップ 
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◆目的・方法

　生活観光現代ＧＰでは、カリキュラムの充実をはかるため、科目を履修した学生を対象に、意識の変化や授業

への関心・評価を調べるアンケート調査を行いました。実施時期は、授業を履修登録した時点と終了した時点

の２回です。なお、平成１９年度はＧＰ科目として８科目を設定していますが、そのうち履修人数の少なかった１

科目（「展開実習」）をのぞき７科目で集計を行いました。 

 
◆結果

○所属と学年 
　各科目の履修登録時の学生の所属は、以下のようになりました。科目により学生の所属は大きな偏りを見せ

ています（表１）。また、科目により学年も偏る傾向が見られます（図１）。 

 

 

◆取組内容・成果

１．少子化の実態とまちづくりの課題 
　日本で進んでいる少子化の実態、少子化対策、諸外国の動向など。

その上で、子育てしやすいまちづくりについて説明しました。奈良県

は出生率が東京都に次いで全国で二番目に低い県です。その実態を概

観し、考えられる理由等を解説しました。 

 

２．高齢化の実態とまちづくりの課題 
　日本で進んでいる高齢化の実態、介護保険、諸外国の動向など。そ

の上で、高齢者の住みやすいまちづくり、自宅で住み続けられるまち

づくりについて説明しました。 

 

３．公共事業の実態と課題 
　公共事業の実態を通じて、まちづくりのあり方について考えました。

日本の公共事業の特徴、問題など。その上で、公共事業をどのように

改善すべきかを説明しました。 

 

４．商店街の現状と地域活性化 
　商店街の現状を通じて、地域のあり方について考えました。商店街

の実態、商店街活性化の取り組みなど。 

　授業の内１回は、奈良もちいどのセンター街の魚谷和良氏をゲスト

スピーカーとして招き、センター街の概要及び活性化の取組を紹介し

ていただき、その後、商店街を案内していただきました。 

　もう１回は、奈良県の稲葉水穂氏をゲストスピーカーとして招き、

奈良県の商店街振興策、奈良県下及び全国で取り組んでいる商店街活

性化事業について説明していただきました。 

 

５．地域環境の現状と環境の再生 
　地域環境の実態を通じて、環境再生について考えました。さらに、日本及び諸外国で取り組まれている環

境再生について説明しました。 

 

 
◆今後に向けて

　今年度は受講者が例年の２倍もいたため、現地見学会などが十分できませんでした。来年度は平年並みの受

講者に戻るため、現地見学会などをもう少し増やしたいと思います。また、今年度はゲストスピーカーを2回お

願いしましたが、来年度はもう少し増やしたいと考えています。 

　また、来年度は生活観光現代ＧＰ科目がコア科目と関連科目に分かれ、地域居住学は関連科目となります。そ

のため、地域居住学１５回の授業の中でどの程度、奈良に関係する講義を設けるか改めて検討します。 

 

授業評価アンケートの実施

　実施日時：【履修登録時】平成19年10月　　【終了時】平成20年1月 

　調査対象：平成19年度生活観光現代ＧＰ科目（７科目）の受講生 

内　容 

図1　科目ごとに見た学年の割合 

表１　科目ごとにみた学生の人数と所属の割合 

言語文化伝承論特殊研究Ⅱ 

なら学概論 

文化と地理学ゼミナール（展） 

文化人類学特殊研究 

社会情報学専門演習Ⅱ 

建築・住居史 

地域居住学 

　　合計（人数／割合） 

履修登録時の学生 

17 

 37 

 11 

 43 

 10 

 3 

 0 

 121

85.0% 

 100.0% 

 37.9% 

 93.5% 

 83.3% 

 7.3% 

 0.0% 

 50.4%

0.0% 

 0.0% 

 48.3% 

 0.0% 

 16.7% 

 0.0% 

 0.0% 

 6.7%

0.0% 

 0.0% 

 13.8% 

 0.0% 

 0.0% 

 90.2% 

 100.0% 

 40.0%

15.0% 

 0.0% 

 0.0% 

 6.5% 

 0.0% 

 2.4% 

 0.0% 

 2.9%

100.0% 

 100.0% 

 100.0% 

 100.0% 

 100.0% 

 100.0% 

 100.0% 

 100.0%

0 

 0 

 14 

 0 

 2 

 0 

 0 

 16

0 

 0 

 4 

 0 

 0 

 37 

 55 

 96

3 

 0 

 0 

 3 

 0 

 1 

 0 

 7

20 

 37 

 29 

 46 

 12 

 41 

 55 
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文学部 理学部 生活環境学部 人間文化研究科 

合計 
（人数／割合） 

学　部 

「少子化とまちづくり」学生レポート 

「高齢化とまちづくり」学生レポート 




